
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
イ
①

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
す 

働
き
方
と
働
く
場
所
の
多
様
化

　

パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
が
２
０
２
０

年
11
月
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

全
国
の
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
率
（
正
社
員
）

は
24
・
７
％
で
、
最
初
の
緊
急
事
態
宣

言
下
の
２
０
２
０
年
４
月
の
27
・
９
％

に
比
べ
て
若
干
低
下
し
た
も
の
の
、
引

き
続
き
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
１
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
が
働
き
方
の
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
（
新
常
態
）
と
し
て
今
後
定

着
し
て
い
く
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
予

断
を
許
さ
な
い
が
、「
全
員
が
同
じ
時

間
に
同
じ
場
所
に
集
ま
っ
て
働
く
」
と

い
う
従
来
型
の
働
き
方
一
辺
倒
で
は
な

く
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
象
徴
さ
れ
る
「
時

間
や
場
所
に
縛
ら
れ
な
い
柔
軟
な
働
き

方
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・

ワ
ー
キ
ン
グ
（
Ａ
Ｂ
Ｗ
））」
が
現
実
的

な
選
択
肢
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
た
こ

と
は
明
ら
か
だ
。

　

働
き
方
（
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
）
が
多

様
化
す
れ
ば
、
働
く
場
所
（
ワ
ー
ク
プ

レ
イ
ス
）
の
選
択
肢
も
多
様
化
す
る
。

従
来
の
都
心
オ
フ
ィ
ス
「
一
択
」
か
ら
、

自
宅
の
み
な
ら
ず
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
あ
る

い
は
カ
フ
ェ
や
公
園
や
図
書
館
、
さ
ら

に
は
地
方
や
リ
ゾ
ー
ト
地
で
仕
事
を
す

る
人
も
増
え
る
だ
ろ
う
。

　

各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
内
容
に

応
じ
て
、
あ
る
い
は
子
育
て
や
介
護
と

い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
都
合
に
合

わ
せ
て
、
仕
事
を
す
る
場
所
と
時
間
を

主
体
的
か
つ
柔
軟
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
働
き
方
改
革

の
未
来
を
コ
ロ
ナ
禍
が
大
き
く
現
実
に

引
き
寄
せ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
過
密
」
か
ら
「
適
密
」
へ

　

コ
ロ
ナ
以
前
、
東
京
23
区
へ
の
周
辺

か
ら
の
１
日
の
ネ
ッ
ト
の
流
入
人
口
は

約
２
７
６
万
人
で
あ
っ
た
。
広
島
県
の

全
人
口
に
相
当
す
る
大
量
の
人
々
が
、

自
宅
か
ら
東
京
23
区
内
の
職
場
や
学
校

へ
と
、
混
雑
し
た
電
車
に
揺
ら
れ
て
毎

朝
移
動
し
て
い
た
の
だ
。
そ
の
結
果
、

東
京
23
区
の
昼
間
の
人
口
密
度
は
夜
間

の
お
よ
そ
１
・
３
倍
の
１
万
９
２
０
１

人
／
㎢
へ
と
膨
れ
あ
が
る
。
都
心
５
区

（
千
代
田
・
港
・
中
央
・
新
宿
・
渋
谷
、

東
京
大
学

不
動
産
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

特
任
教
授

辻
田
　
昌
弘

「
ど
こ
で
も
職
住
近
接
」
が
も
た
ら
す

ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
可
能
性

い
わ
ゆ
る
Ｃ
Ｂ
Ｄ
地
区
）
に
限
れ
ば
、

こ
の
数
字
は
４
万
９
１
８
８
人
／
㎢
に

ま
で
跳
ね
あ
が
る
（
図
表
１
）
２
。

　

し
か
し
、
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
た
２
０
２
０
年
４
月
に
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差
出
勤
の
効
果
に
よ

り
、
首
都
圏
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
通

勤
時
間
帯
の
利
用
状
況
は
、
平
常
時
の

３
〜
４
割
程
度
に
ま
で
減
少
し
、
直
近

で
も
な
お
平
常
時
の
６
〜
７
割
程
度
に

し
か
回
復
し
て
い
な
い
（
図
表
２
）
３
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
多
く
の
人
が
都

心
部
へ
の
通
勤
を
控
え
た
こ
と
で
、
結

果
と
し
て
東
京
都
心
部
の
昼
間
の
「
過

密
」
が
あ
る
程
度
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。

　

そ
も
そ
も
、
人
や
企
業
が
特
定
の
地

域
に
高
密
度
に
集
ま
る
こ
と
は
都
市
の
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本
質
で
あ
り
、
都
市
の
活
力
の
源
泉
で

あ
る
。
問
題
は
密
度
が
高
い
こ
と
そ
れ

自
体
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
通
勤
の
長

時
間
化
や
混
雑
に
代
表
さ
れ
る
い
わ
ゆ

る
「
都
市
集
積
の
外
部
不
経
済
」
を
も

た
ら
す
ま
で
に
過4

剰
に
高
密4

度
に
な
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
「
過
密
」
こ
そ
が
問

題
な
の
だ
。

　

だ
と
す
れ
ば
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
は

期
せ
ず
し
て
こ
う
し
た
東
京
都
心
部
の

「
過
密
」
を
「
適
密
」
―
適
度
な
密
―

へ
と
緩
和
さ
せ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ど
こ
で
も
職
住
近
接

　

さ
て
、
都
心
部
に
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス

が
集
中
し
て
い
る
状
態
で
は
、
多
く
の

人
は
毎
朝
家
を
出
て
都
心
で
働
い
て
夜

に
家
に
帰
っ
て
く
る
と
い
う
の
が
一
般

的
な
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
昼
間
の
住
宅

地
に
い
る
の
は
子
ど
も
と
老
人
が
主
で

あ
っ
た
。
京
都
大
学
の
広
井
良
典
教
授

は
、
こ
の
子
ど
も
と
高
齢
者
を
足
し
合

わ
せ
た
人
口
を
「
地
域
密
着
人
口
」
と

呼
ん
で
い
る
４
。
こ
の
比
率
を
首
都
圏

（
１
都
３
県
）
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、

な
年
齢
階
層
が
日
常
を
過
ご
す
場
所
＝

リ
ビ
ン
グ
タ
ウ
ン
と
し
て
再
編
成
さ
れ

て
い
く
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

が
考
え
ら
れ
る
。

寝
る
場
所（
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
）か
ら 

居
場
所（
リ
ビ
ン
グ
タ
ウ
ン
）へ

　

で
は
、
そ
の
よ
う
な
「
リ
ビ
ン
グ
タ

ウ
ン
」
に
求
め
ら
れ
る
要
件
と
は
何
だ

ろ
う
か
。

　

第
一
に
「
ウ
ォ
ー
カ
ビ
リ
テ
ィ
（
歩

き
や
す
さ
）」
だ
。
交
通
安
全
白
書
に

よ
れ
ば
、
我
が
国
の
交
通
事
故
死
亡
者

数
に
占
め
る
歩
行
者
の
割
合
は
37
％
と

先
進
国
で
も
突
出
し
て
お
り
、
こ
れ
に

自
転
車
乗
用
中
の
死
亡
者
を
合
わ
せ
る

と
52
％
に
達
す
る
。
内
訳
を
見
る
と
、

子
ど
も
と
高
齢
者
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
用
中
の
死
亡
者
数
が
多
い
こ
と
が
わ

か
る
６
（
図
表
４
）。

　

今
後
地
域
密
着
人
口
が
増
加
す
る
な

ら
ば
、
市
街
地
へ
の
自
動
車
の
流
入
を

抑
制
し
て
、
人
々
が
交
通
事
故
や
自
動

車
の
排
気
ガ
ス
を
気
に
せ
ず
に
安
心
し

て
ま
ち
歩
き
が
で
き
る
よ
う
に
、
歩
道

を
整
備
・
拡
幅
し
、
街
路
樹
を
植
え
、

ベ
ン
チ
を
置
く
な
ど
し
て
ウ
ォ
ー
カ
ビ

リ
テ
ィ
を
高
め
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題

と
な
る
。

１
９
９
５
年
を
ボ
ト
ム
と
し
て
上
昇
を

続
け
、
２
０
３
５
年
に
は
40
％
に
達
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
（
図
表
３
）
５
。

　

こ
の
「
地
域
密
着
人
口
」
に
在
宅
で

テ
レ
ワ
ー
ク
を
す
る
人
を
加
え
る
と
、

こ
の
比
率
は
さ
ら
に
上
方
に
押
し
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

よ
く
「
職
住
近
接
」
と
言
わ
れ
る
が
、

働
く
場
所
が
都
心
の
オ
フ
ィ
ス
「
一
択
」

で
あ
れ
ば
、
職
住
近
接
を
実
現
す
る
に

は
「
都
心
居
住
」
と
い
う
選
択
肢
し
か

な
い
。
し
か
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及

と
そ
れ
が
も
た
ら
す
働
き
方
の
多
様
化

に
よ
っ
て
い
わ
ば
「
ど
こ
で
も
職
住
近

接
」
が
可
能
に
な
る
と
す
れ
ば
、
住
む

場
所
は
都
心
で
も
郊
外
で
も
よ
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
う
な
る
と
、
住
宅
地
は
都
心
で
働

く
人
が
夜
に
寝
に
帰
る
た
め
だ
け
の
場

所
＝
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
は
な
く
、
多
様

図表1　東京23区への純流入人口
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0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

0～14歳 65歳以上 地域密着人口 年
2045

2040
2035

2030
2025

2020
2015

2010
2005

2000
1995

1990
1985

1980
1975

1970
1965

1960

図表3　�首都圏（１都３県）の地域密
着人口比率

11 SC JAPAN TODAY May, 2021



を
促
す
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
―

の
創
出
は
、
広
井
教
授
も
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
福
祉
政
策
と
し
て
も
意
義
が

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

徒
歩
15
分
の
生
活
圏

　

ウ
ォ
ー
カ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
空
間
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は

都
市
の
「
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）」
を

高
め
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
こ

の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
欧
米
の
都
市
で
は
既
に
コ
ロ
ナ
以
前

か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
た
。
パ
リ
市
の

「
15
分
の
街（ville du 1/4 d'heure

）」

や
メ
ル
ボ
ル
ン
市
の
「
20
分
生
活
圏

（20-M
inutes N

eighbourhood

）」

が
そ
れ
だ
。

　

い
ず
れ
も
、
自
宅
か
ら
徒
歩
あ
る
い

は
自
転
車
で
15
〜
20
分
の
範
囲
内
に
、

職
場
を
は
じ
め
病
院
・
公
園
・
主
要
公

共
施
設
・
学
校
・
公
共
交
通
へ
の
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
い
っ
た
基
本
的
な
都

市
機
能
を
配
置
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

生
活
上
必
要
な
諸
機
能
に
徒
歩
や
自

転
車
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
自
動
車
の
利
用
が
抑
制
さ
れ
て
温

暖
化
ガ
ス
の
排
出
量
が
削
減
さ
れ
、
住

民
の
安
全
性
向
上
と
健
康
増
進
に
つ
な

が
る
。
無
駄
な
通
勤
時
間
が
減
る
こ
と

　

要
件
の
第
二
は
「
居
場
所
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
空
間
）」
だ
。
広
井
教
授
は
地

域
密
着
人
口
―
地
域
で
過
ご
す
時
間
の

多
い
層
―
の
増
大
に
伴
っ
て
、
彼
ら
が

地
域
で
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
有
意
義
に
時

間
を
過
ご
せ
る
よ
う
な
「
居
場
所
」
の

存
在
が
重
要
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
居
場
所
」
と
言
え
ば
米
国
の
社
会
学

者
レ
イ
・
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
が
唱
え
た

「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」
が
有
名
だ
。
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
と
は
、
家
庭
（
第
一
の
場

所
）、
職
場
（
第
二
の
場
所
）
に
次
ぐ

第
三
の
場
所
と
い
う
意
味
で
、
カ
フ
ェ

や
パ
ブ
、
あ
る
い
は
公
園
や
広
場
、
街

路
と
い
っ
た
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
で
中

立
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
を
指
す
。

　

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
に

よ
れ
ば
、「
社
会
的
孤
立
（
人
と
の
触

れ
合
い
が
少
な
い
状
態
）」
と
「
閉
じ

こ
も
り
（
外
出
頻
度
が
少
な
い
状
態
）」

の
両
方
に
該
当
す
る
高
齢
者
は
、
そ
う

で
な
い
高
齢
者
に
比
べ
て
６
年
後
死
亡

率
が
２
・
２
倍
に
な
る
と
い
う
７
。
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
―
高
齢
者
の
外
出
と
交
流

で
住
民
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
つ
な
が
る

し
、
育
児
や
介
護
と
い
っ
た
面
で
も
生

活
機
能
が
徒
歩
圏
内
に
ま
と
ま
っ
て
い

れ
ば
便
利
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
脱
炭
素
、 

グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー

　

こ
の
よ
う
な
欧
米
の
先
進
都
市
が
目

指
す
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は
、
そ
も

そ
も
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
と
い
う
コ

ロ
ナ
以
前
か
ら
続
く
文
脈
の
な
か
か
ら

生
ま
れ
て
き
た
も
の
だ
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
に
つ
い
て
言
え
ば
、《
目
標
11
：

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
》
は

も
と
よ
り
《
目
標
３
：
す
べ
て
の
人
に

健
康
と
福
祉
を
》
や
《
目
標
13
：
気
候

変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
》
な
ど
も
含

め
て
、
17
の
目
標
の
全
て
が
な
ん
ら
か

の
か
た
ち
で
ま
ち
づ
く
り
と
関
連
し
て

い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

ま
た
国
連
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
世
界

の
人
口
の
約
55
％
が
都
市
部
に
暮
ら
し

て
い
る
が
、
そ
の
都
市
部
か
ら
世
界
の

約
75
％
の
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
脱
炭
素
化
に
向
け
て
は

都
市
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
が
重
要
だ

と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

欧
米
の
先
進
都
市
で
は
、
こ
う
し
た
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歩行中 自転車乗用中 二輪車乗車中 乗用車乗車中 その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本

スウェーデン

フランス

イギリス

ドイツ

アメリカ

国別

歩行中 自転車乗用中 二輪車乗車中 乗用車乗車中 その他

図表4　交通事故死者数の状況
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特
集
◉
地
域
と
と
も
に
進
化
す
る
Ｓ
Ｃ



ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
こ

ろ
に
コ
ロ
ナ
禍
が
起
き
た
わ
け
だ
が
、

そ
の
渦
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
の
が
、

コ
ロ
ナ
対
策
と
脱
炭
素
化
の
「
二
兎
」

を
追
う
「
グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
」

と
い
う
戦
略
だ
。

　

グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
と
は
、
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
復
興
の
た
め
に
投

下
す
る
財
政
資
金
を
、
コ
ロ
ナ
以
前
の

状
態
に
戻
す
単
純
な
「
復
旧
」
の
た
め

に
使
う
の
で
は
な
く
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
寄
与
す
る
よ
う
な
投
資
に
積
極
的

に
振
り
向
け
て
い
く
こ
と
で
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
社
会
を
よ
り
持
続
可
能
な
も

の
に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　

温
暖
化
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む

世
界
の
都
市
の
連
合
「
Ｃ
40
（
世
界
大

都
市
気
候
先
導
グ
ル
ー
プ
）」
は
、「“15 

m
inute cities”

の
ま
ち
づ
く
り
」「
道

路
の
歩
行
者
・
自
転
車
空
間
へ
の
転

用
」「
グ
リ
ー
ン
・
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」

な
ど
を
復
興
施
策
の
柱
と
す
る
グ
リ
ー

ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
２

０
２
０
年
７
月
に
公
表
し
た
８
。
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
の
復
興
を
レ
バ
レ
ッ
ジ
と
し

て
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

を
加
速
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
「
災
い

転
じ
て
福
と
な
す
」
発
想
だ
。

テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を 

超
え
ら
れ
る
か

　

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
を
巡
っ
て
は
、「
オ

フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
か
テ
レ
ワ
ー
ク
か
」「
都

心
居
住
か
郊
外
居
住
か
」「
東
京
に
住

み
続
け
る
か
地
方
に
移
住
す
る
か
」
と

い
っ
た
議
論
を
よ
く
聞
く
が
、
こ
う
し

た
二
者
択
一
的
な
議
論
は
基
本
的
に
は

不
毛
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ま
で

に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
論
点
は
選
択
肢

の
多
様
化
と
い
う
点
に
あ
る
か
ら
だ
。

　

働
き
方
が
多
様
化
す
れ
ば
働
く
場
所

も
多
様
化
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
住
む
場

所
の
選
択
肢
も
多
様
化
す
る
。
そ
の
な

か
か
ら
各
人
が
仕
事
の
内
容
や
生
活
状

況
、
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応

じ
て
、
働
く
場
所
と
住
む
場
所
を
主
体

的
に
選
び
取
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
可
能
性
が
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
変
化
の
先
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が
模
索
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は

今
ま
さ
に
そ
ん
な
テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
（
小
さ
な
変
化
が
劇
的
な
変
化
へ

と
変
わ
る
分
岐
点
）
に
立
っ
て
い
る
の

だ
。

　

問
題
は
、
は
た
し
て
私
た
ち
は
こ
の

テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
超
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
だ
。
日
本
人

は
基
本
的
に
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化

を
嫌
う
。
ま
た
我
が
国
は
コ
ロ
ナ
の
感

染
者
数
も
死
者
数
も
、
世
界
的
に
見
れ

ば
相
対
的
に
低
位
で
推
移
し
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
ど
こ
ろ
か
オ
ー
ル
ド

ノ
ー
マ
ル
に
戻
る
と
い
う
こ
と
も
十
分

に
考
え
ら
れ
る
。

　

元
の
オ
ー
ル
ド
ノ
ー
マ
ル
な
状
態
に

戻
る
だ
け
の
単
純
な
「
復
旧
」
で
は
な

く
、
コ
ロ
ナ
を
い
わ
ば
奇
貨
と
し
て
、

都
市
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解

決
を
図
る
た
め
の
「
よ
り
良
い
復
興

（Build Back Better

９
）」
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が

今
、
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

【
注
】

１ 　

㈱
パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
（
２
０
２
０
）

「
第
四
回
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
へ
の
影
響
に
関
す
る

緊
急
調
査
」

２ 　

東
京
都
（
２
０
１
５
）「
平
成
27
年
国

勢
調
査
に
よ
る
東
京
都
の
昼
間
人
口
」

３　

国
土
交
通
省
「
駅
の
利
用
状
況
」

４ 　

広
井
良
典
（
２
０
１
９
）『
人
口
減
少

社
会
の
デ
ザ
イ
ン
』
㈱
東
洋
経
済
新
報
社

５ 　

２
０
１
５
年
ま
で
は
総
務
省
「
国
勢
調

査
」、
２
０
２
０
年
以
降
は
国
立
社
会
保

障
人
口
問
題
研
究
所
「
日
本
の
地
域
別
将

来
人
口
（
平
成
30
年
推
計
）」
よ
り
作
成

６ 　

内
閣
府
（
２
０
１
９
）「
令
和
元
年
交

通
安
全
白
書
」

７ 　

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
（
２

０
１
８
）「
高
齢
期
の
社
会
的
孤
立
と
閉

じ
こ
も
り
傾
向
に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク
約
２

倍
」

８ 　

C40

（2020

）“C40 M
ayors

’ A
gen

da for a Green and Just Recovery”

９ 　

O
ECD

（2020

） “Building back be
tter: A

 sustainable, resilient recove
ry after CO

V
ID

-19”
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